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「北海道循環型社会形成推進基本計画」改訂（素案）及び

「北海道廃棄物処理計画（第４次）」（素案）に対する意見提出用紙

№ １

住 所 〒060-0003 札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館西棟

電話 011-221-4217 FAX 011-221-4219

氏 名 いっぱんしゃだんほうじん ほっかいどうしょうひしゃきょうかい

（団 体 名） 一般社団法人 北海道消費者協会

計 画 名 ﾍﾟｰｼﾞ･行 意 見

北海道循環型 Ｐ１ （１）北海道の環境推進体系は、個別の法・条例を基

社会形成推進基 図－１ に進められているが、北海道全体の総合的視点で

本計画等 計画の位置 の見直しを進めるべきである。

付け（体系） 〇「北海道循環型社会形成推進基本計画」及び「北

海道廃棄物処理計画（第４次）の位置付けをみる

と、北海道環境基本計画に基づく個別計画だが、

他の個別計画をみると計画年度の違いや関連性等

複雑で、道民にはわかりづらい環境推進体系と言

える。

今後、中長期的視点を踏まえ、道民の理解や協力

を一層得られるように、環境推進計画等の整理・

統合等を進めるべきである。

北海道循環型 Ｐ４ （２）素案では、２Ｒの取組優先を新たに盛り込んだ

社会形成推進基 ７行目以下 が、道民へのメッセージ性が弱く、実質的には従

本計画 Ｐ１４ 来通りの３Ｒ推進計画となっている。

３行目以下 ２Ｒの重要性や新たな取組について項目を新設し、

Ｐ２９ 道民にアピールすべきである。

９行目以下 〇素案では、第１章の４「計画策定の視点」、第２章

Ｐ３２ の３「施策の基本事項に関する現状と課題」、第４

４行目以下 章「循環型社会形成に向けた各主体に期待される

役割」、第５章「道が総合的かつ計画的に講ずべき

施策」等において、２Ｒの取組優先の記述はある

が、総論で止まり２Ｒ優先定着への取組意欲が見

えない。

〇第４章で記載されている主な取組例も、現行の内

容とほぼ同じであり、社会経済情勢の変化を踏ま

えた新たな具体的取組例を示すべきである。

【提出先・問い合わせ先】

北海道環境生活部環境局循環型社会推進課循環推進グループ

〒０６０一８５８８ 札幌市中央区北３条西６丁目

電 話 ：０１１一２３１一４１１１ ＦＡＸ：０１１一２３２一４９７０

電子メール：kansei．kanhail＠pref．hokkaido．lg．jp
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「北海道循環型社会形成推進基本計画」改訂（素案）及び

「北海道廃棄物処理計画（第４次）」（素案）に対する意見提出用紙

№ ２

〒060-0003

住 所 札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館西棟

電話 011-221-4217 FAX 011-221-4219

氏 名 いっぱんしゃだんほうじん ほっかいどうしょうひしゃきょうかい

（団 体 名） 一般社団法人 北海道消費者協会

計 画 名 ﾍﾟｰｼﾞ･行 意 見

北海道循環型 Ｐ５～６ （３）平成２６年３月に道が策定した「新エネルギー

社会形成推進基 Ｐ２０ 導入拡大に向けた基本方向」で示された、バイオマ

本計画 １行目以下 ス活用発電や熱利用における導入目標数値について

Ｐ２４ 素案では言及されていない。３月に策定された「バ

１５行目以下 イオマス発電設備容量、発電電力量」の導入目標数

Ｐ２７ 値を、本計画においても目標数値を取り入れ、他の

１行目以下 計画等との整合を図るべきである。

Ｐ３５ 〇素案では、バイオマス利活用について、平成２５

１１行目以下 年１２月に策定された「北海道バイオマス活用推進

計画」に基づき、市町村の計画策定促進を追加する

等積極的な推進に努めるとしている。しかし、より

バイオマス利活用を推進するには、導入目標数値を

示す方が効果的と思われるので、本計画においても、

導入目標数値として項目を新設し、進捗状況等につ

いて検証すべきである。

北海道循環型 Ｐ１９ （4）一般廃棄物が増加傾向にあるにもかかわらず素案

社会形成推進基 １行目以下 では、不法投棄等防止への対策は、現行の内容とほ

本計画 Ｐ３５ ぼ同じであり、新たな取組対策がない。不法投棄防

１行目以下 止の抜本的対策を盛り込むべきである。

〇素案では、一般廃棄物の不法投棄の現状について

「過去１０年間の推移を見ると、ゆるやかな増加傾

向にあります。」との現状認識をしているが、それ

に基づく「不法投棄・不適正処理の防止」（第５章）

では、現行の内容とほぼ同じである。増加傾向にあ

る現状を踏まえ、実効性のある取組を示すべきであ

る。

【提出先・問い合わせ先】

北海道環境生活部環境局循環型社会推進課循環推進グループ

〒０６０一８５８８ 札幌市中央区北３条西６丁目

電 話 ：０１１一２３１一４１１１ ＦＡＸ：０１１一２３２一４９７０

電子メール：kansei．kanhail＠pref．hokkaido．lg．jp



- 3 -

「北海道循環型社会形成推進基本計画」改訂（素案）及び

「北海道廃棄物処理計画（第４次）」（素案）に対する意見提出用紙

№ ３

〒060-0003

住 所 札幌市中央区北３条西７丁目道庁別館西棟

電話 011-221-4217 FAX 011-221-4219

氏 名 いっぱんしゃだんほうじん ほっかいどうしょうひしゃきょうかい

（団 体 名） 一般社団法人 北海道消費者協会

計 画 名 ﾍﾟｰｼﾞ･行 意 見

北海道廃棄物 Ｐ６ （１）素案では、産業廃棄物排出量の目標設定を、「現

処理計画（第４ ２３行目以下 状（Ｈ２４）程度の３９，０００千ｔ程度とする。」

次） Ｐ５２ としているが、現状維持の数値目標では「排出抑制」

１行目以下 に効果がなく、一般廃棄物排出量と同じく１割程度

Ｐ５８ の削減を目標値とすべきである。

１２行目以下 〇素案の目標設定数値は、北海道廃棄物処理計画（第

４次）素案で示されている産業廃棄物の発生・排出

量等の予測を上回るものであり、排出抑制を断念

したものと受け取られかねない。

〇第３章において、最近の排出量が増加傾向にあるの

で、目標を現状維持とした旨の理由を記載している

が、現状追認の方針では、排出抑制に繋がらない。

一般廃棄物排出抑制と同等の１割程度の削減を目標

値とすべきである。

【提出先・問い合わせ先】

北海道環境生活部環境局循環型社会推進課循環推進グループ

〒０６０一８５８８ 札幌市中央区北３条西６丁目

電 話 ：０１１一２３１一４１１１ ＦＡＸ：０１１一２３２一４９７０

電子メール：kansei．kanhail＠pref．hokkaido．lg．jp


